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長崎県小浜温泉地域（1）における  
地域資源の活用に関わる取り組みの現状  
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3．1．研究対象地域の概要   
小浜温泉地域を擁する雲仙市小浜町は，島原半島  
の西側に位置し，人口は11，571人，面積は50．8平方  























2．1．地域資源の定義   
永田（1988）7）は，地域資源は3つの特徴を有すると  
指摘している。  
（1）非移転性   
他の地域から導入しても十分に活かせないこと。  
（2）有機的連鎖性   
資源同士が密接なつながりを持っており，ある資  
源が独立して成立することは難しいこと。  
（3）非市場性   
貨幣に換算することが難しい。そのため，貨幣を介  
して調達することが難しいこと。   
本研究では，上記の3つの特徴を有するものを地  
域資源として，本研究の対象とした。  














































































1，000′000   
500′008  
0  
S50 S55 S60 H2 H7 HllH12H13H14H15H16H17（年次）   
出典：長崎県観光統計  
図－2 小浜温泉利用者数の推移  





















表－2 支援組織の概要  
施時間を決定した。なお依頼した日は，2008年8月  
25日（月）から29日（金）である。  




IC レコーダーによる録音によって記録した。なお，  
ヒアリングを実施した日は，2008年9月10日（水）  
から12日（金）である。   
表－3 ヒアリング実施日時及び各主体の対象者  
日付   時間   主体   対象者   
2008／9／10  10：30～12：00  小浜温泉観光協会  事務局長   
2008／9／10  13：00～14：30   旅館B   支配人   
2008／9／10  16：00～17：30   旅館A   支配人   
2008／9／11  14：00～17：30   旅館C   支配人   
2008／9／12  11：00～12：15  がまだすネット  事務局長   
4．結果および考察  
4．1．選ばれている地域資源  











名称  設立年   活動内容   
1）小浜温泉地域の取りまとめ  
2）小浜温泉地域の普及啓発  
小浜温泉   
1955  
3）観光資源の開発   
観光協会  4）ロードマップの作成  
5）イベント運営  
6）他の温泉地域への視察   
1）島原半島地域の振興  
2）インストラクターの育成  
がまだす  2005  3）体験プログラムの開発   
ネット  4）観光商品の企画運営  
5）他産地消・食育・スローフードの普及  
6）開発販売システムの構築   
出典：ヒアリング・文献資料をもとに作成。   










2）対象主体への依頼   
質問シートの簡略文書を各主体へFAXにて連絡  
した後に，電話にてヒアリングの承諾の可否及び実  
園－4 選ばれている地域資源  
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V）歴史郷土   
歴史郷土の活用方法は体験型観光のみである。具  
体例としては，歴史的な遺跡巡り（島原の原城跡発掘  





表－5 主体別にみた地域資源の活用方法  
表－4 主体別にみた選択されている地域資源の種類  
主体  
地域資源  旅館業者  支援組織  
旅館A  旅館B  旅館C  温泉協会  がまだす   
温泉  ○   ○   ○   ○  
地場食材と郷土料理   ○  ○   ○   ○   
夕日  ○  
自然               海  ○  ○  
山林  ○   
民芸  ○   
歴史郷土  ○   
補注：○は，地域資源として選択（活用している）されていること  
を示す。支援組織名は略称（温泉観光協会：小浜温泉観光協会，が  






いない自然（山林）・民芸・歴史郷土を選択していた。   
このように主体によって選択している地域資源が  




























地域資源  活用  方法  旅館業者  支援組織  
旅館A  旅館B  旅館C  温泉協会  がまだす   
温泉  入浴  ○  ○  ○  ○  
入浴以外  ○  ○  
食材  ○  ○  ○  
地場食材と郷士料理                  料理  ○ ○  ○  
体験  観光  ○   
夕日   設  †  ○  
設  十  ○  
自然                   海                  体験  観光  ○  
山林  体験  観光  ○   
民芸  体験  観光  ○   
歴史郷土   体験  観光  ○   
補注：○は活用方法が採用されていることを示す  








4．2．2．主体別にみた活用方法   
表－5の左から2列目以降は，地域資源をどのよう  
な方法で活用しているのかを主体別に表したもので  







































写真－2 展望露天風呂  
出典：小浜温泉観光協会  
写真－4 ちゃんぽんマップ   
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成などを行っている。  











掘体験と史跡巡りなどが行われている。   
以上より，主体によって地域資源の活用方法が異  








4．3．宣伝している地域資源の種類   
表－6（4）は，有力な宣伝手段の一つであるインター  
ネットにおいて宣伝している地域資源を表したもの  
である。   
表－6 インターネットで宣伝している地域資源  
は，自然一夕日・自然一山林・民芸・郷土料理は，  
前者と比べて宣伝されていないことを表すものとい  









（i）活用・宣伝一致型（旅館C，がまだすネット）   
活用と宣伝している地域資源が一致している。  
（ii）活用卓越型（旅館A）   
活用している地域資源の数の方が多い。  
（iii）宣伝卓越型（旅館B，小浜温泉観光協会）   














5．1．まとめ   
本研究の結果は，下記の3点にまとめられる。  














地域資源  旅館業者  支援組織  
旅館A   旅館B   旅館C   温泉協会   がまだす  
活用  宣伝  活用  宣伝  活用  宣伝  活用  宣伝  活用  宣伝   
温泉  ●  ●  ○  ●  ○  ●  ○  
地場食材と郷土料理   ●  ○  ●  ○  ●  ○  ●  ○   
夕日  ●  ○  ○  
自然                         海  ● ○  ○  ●  ○  
山林  ○  ●  ○   
民芸  ●  ○   






温泉・自然一海は，それぞれ3主体が宣伝している。   
このことは，温泉・地場食材と郷土料理・自然一  
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（1）本研究では，温泉を，温泉法第2条を踏まえ，2   
つの条件（①温泉源からの採取時の温度が摂氏25   
度以上 ②ある特定の物質を含んでいる）のうち，   
ひとつを満たす地中から湧出する温水，鉱水およ   
び水蒸気その他のガス（ただし炭化水素を主成分   
とする天然ガスを除く）と定義する。  
また，「温泉地域」に関して，本研究では，上記   
の温泉に関与する人やものがある空間的広がりと   
定義する。  
（2）本研究における民芸とは，一般民衆の生活の中   
から生まれた素朴で郷土色の強い実用的な工芸品   
と，その創作活動を指す（大辞泉）。  
（3）本研究における歴史郷土とはある地域において人間   
社会が経てきた変遷・発展の経過のことを指う㌔  
（4）本研究では，旅館の匿名性を確保するために，   
根拠となるUR⊥は掲載しない。なお，URLを閲覧   
した日は，旅館業者・支援組織共に2009年2月   
24日である。  
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